
化粧品会社で研究・開発というと、かなり広い分野が当てはまります。 材料・分析関係は化学でしょうし、

安全性関係は医学・薬学・生物学がメインとなります。 化粧品はイメージで売るところも大きいので色や

デザインなどの美術的センスも必要ですし、理系のみで研究開発が行なわれるわけではありません。 とはいえ、人員

は化学系の学科の卒業した人が最も多いでしょうから、まずはここかと思います。 当大学の理学部ですと化学科が

相当します。

阪大の化学科卒業生が就職している会社はすぐ浮かぶような有名なところでも資生堂、カネボウ、メナード、ノエビ

ア、花王などがあります。 また、生物科学専攻でも、毎年数名が修士修了後に化粧品会社の研究・開発職に就職してい

ます。

将来、化粧品会社で研究・開発に携わるにはどのような学科を選べばよいですか？
また、そのような会社に就職している実績はありますか。
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